
環境まつりのお知らせ………………………… ４
９月10日は｢下水道の日｣… ………………… 12

子ども議会レポート	���������� ２
不動産合同公売を県などと行います	��� ８

主な内容

目指せ、バイオリニスト！上手に弾くぞっ
　８月５日に渋川公民館で、全３回の｢夏休みバイオリン
体験教室｣の初回が行われました。最初に先生がお手本の
演奏を披露。子どもたちは、目を輝かせて先生の演奏を聴
いていました。その後、早速練習が始まりましたが、みん
な初めて手にするバイオリンに悪戦苦闘。それでも、少し
でも上達しようと一生懸命練習に取り組んでいました。
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平成25年度子ども議会質問一覧(質問順・敬称略)

藤川颯真(古巻中3年)

長谷川京香(子持中3年）

田鍋響(渋川中3年)

安達嵐(子持中3年)

髙草木未来(金島中3年)

斉藤遥平(赤城北中3年)

女屋祐奈(赤城南中3年)

萩原彩羅(北橘中3年)

清水瑛亮(伊香保中2年)

中澤莉沙(赤城北中3年)

学校の設備について

小中学校の英語教育について

渋川市の将来の労働について

カーブミラーについて

通学路の安全確保について

食文化の伝承について

小学校の統廃合について

(中学生の)海外派遣について

花いっぱいの渋川、美しい渋川にするために

道路の舗装工事について

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

氏名(学校・学年) 質問内容

星野志穂(赤城南中3年)

野村桃花(小野上中2年)

川上友輝(北橘中3年)

阿部朋樹(渋川北中3年)

横手駿(金島中3年)

武藤千紘(渋川中3年)

唐澤大地(小野上中2年)

松本真佳(古巻中3年)

岡本青(渋川北中3年)

櫻井菜々子(伊香保中2年)

市内の空き地の活用について

渋川市の人口を減らさないために

渋川市の歴史保存について

スポーツの活性化について

渋川市の森について

高齢者が利用しやすい街づくりについて

大規模店舗を増やし、市の魅力の向上を

渋川市の陸上競技施設について

道路環境の整備について

渋川市の知名度を上げるために

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

氏名(学校・学年) 質問内容
そうま

ひびき

み　く

さ　ら

えいすけ

おなや

り　さ

ゆうき

ともき

ちひろ

まなか

あお

2広報しぶかわ

｢子ども議会｣ 開催

　

中
学
生
が
市
議
会
の
議
員
体

験
を
す
る｢

子
ど
も
議
会｣

が
、

市
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
市
に
対
す

る
率
直
な
意
見
や
要
望
を
聴
き
、

今
後
の
市
政
に
役
立
て
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
議
員
は
、
要
望
や
疑

問
を
１
人
ず
つ
登
壇
し
て
発
表
。

堂
々
と
大
き
な
声
で
市
当
局
に

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
当
局
か
ら
の
答
弁
を

真
剣
な
様
子
で
聞
き
、
さ
ら
に

質
問
を
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
全
員
が
質
問
を

終
え
て
、無
事
に
議
会
は
終
了
。

一
人
ひ
と
り
が
市
長
や
市
議
会

議
長
と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、

議
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
秘
書
広
報
課(

℡
�

２
１
８
２)
へ
。

　

８
月
８
日
に
市
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
た｢

子
ど
も
議

会｣

。
会
議
は
市
議
会
の
一

般
質
問
の
形
式
で
行
わ
れ
、

市
内
10
中
学
校
20
人
の
子
ど

も
議
員
が
熱
弁
を
奮ふ

る

い
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

中学生20人が議場で熱弁を奮いました
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④

　

現
在
、
私
は
生
徒
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
子
ど
も
議
会
で

議
長
を
務
め
た
人
が
生

徒
会
の
先
輩
だ
っ
た
の

で
、
先
輩
に
負
け
な
い

よ
う
に
と
議
長
に
立
候

補
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
円

滑
に
議
会
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
議
長
席
に
座
る
機

会
は
、
今
後
訪
れ
る
こ

と
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
本
当
に
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
、
生

徒
会
の
運
営
な
ど
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

写真の説明
①自席で積極的に再質問
をする子ども議員　②堂
々とした様子で質問する
子ども議員。一人ずつ登
壇して意見を述べました
③市長、副市長、教育長、
市議会議長と子ども議員
で集合写真。本物の議員
になった気分 !?　④市当
局の答弁に耳を傾ける子
ども議員。納得いくまで
再質問するぞ！

②①

③

　

女
子
の
代
表
と
し
て
、

副
議
長
を
や
ろ
う
と
思

い
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

最
初
か
ら
最
後
ま
で

緊
張
し
て
い
て
、
発
言

者
を
指
名
す
る
時
に
上

手
く
発
声
で
き
な
い
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
滞

り
な
く
議
会
を
進
行
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
市

役
所
で
働
い
て
い
る
人

た
ち
に
も
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
一
部
を

見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
今
回
は
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
経
験
を
、
学

級
委
員
で
ク
ラ
ス
を
取

り
ま
と
め
る
時
な
ど
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

─────── 子ども議会の議長と副議長にインタビュー ───────

議長を務めた 横手駿さん(金島中3年)

副議長を務めた 髙草木未来さん(金島中3年)
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第７回 しぶかわ環境まつり

テ
ー
マ
は
３
Ｒ
／
楽
し
い
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
へ
Ｇ
Ｏ
！

　

市
で
は
、
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ(

発
生
抑

制)

、
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ(

再
使
用)

、
Ｒリ
ｅ

ｃサ

イ

ク

ル

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ(

再
資
源
化)

の
３
つ
の

｢

Ｒ｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
地

球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電

気
自
動
車
の
展
示
や
路
線
バ
ス
の
乗

車
体
験
も
行
い
ま
す
。

と
き　

９
月
８
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
１
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、｢

立
木
を
守
る
コ

ー
ナ
ー｣

、｢

処
理
困
難
物
の
特
別
回
収

コ
ー
ナ
ー｣

、｢

小
型
家
電
回
収
啓
発
コ

ー
ナ
ー｣

の
み
正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他　

会
場
内
に
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
駐
車
場
は
市
役
所
第
二
庁

舎
で
す
。
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

渋
川
工
業
高
校
自
動
車
研
究
部
の

　

電
気
自
動
車
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

｢

２
０
１
３
ワ
ー
ル
ド･

エ
コ
ノ･

ム

ー
ブ｣

鉛
蓄
電
池
部
門
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ス
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
同
部
の
電

気
自
動
車
を
展
示
し
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
バ
ス
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

市
内
を
走
っ
て
い
る
路
線
バ
ス
を

展
示
し
、
バ
ス
カ
ー
ド
を
使
っ
た
運

賃
の
支
払
い
方
法
の
体
験
や
、
バ
ス

内
外
の
設
備
が
見
学
で
き
ま
す
。

　

人
力
発
電
コ
ー
ナ
ー

　

｢

人
力
発
電｣

で
電
気
を
つ
く
り
、

冷
た
い｢

か
き
氷｣

を
つ
く
り
ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

渋
川
広
域
も
の
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
取
り
組
み
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し

ま
す
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
に
、
花

の
種
や
苗
を
差
し
上
げ
ま
す
！

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

３
つ
の
Ｒ
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、
抽
選
に
応
募

し
ま
し
ょ
う
。
賞
品
は
自
転
車
、
コ

ン
ポ
ス
ト
、
枝
葉
破
砕
機
、
Ｅ
Ｍ
容

器
で
す
。

※
賞
品
は
、
後
日
引
き
渡
し
と
な
り

ま
す
。
当
選
し
た
人
は
募
金
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
募
金
額
〉

▽
自
転
車
・
枝
葉
破
砕
機
＝
２
０
０
０

円
以
上　

▽
コ
ン
ポ
ス
ト
＝
５
０
０
円

以
上　

▽
Ｅ
Ｍ
容
器
＝
３
０
０
円
以
上

■
エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

活
動
報
告
と
啓
発
を
行
い
ま
す

■
ご
み
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

　

小
学
生
以
下
を
対
象
に
、
紙
容
器

な
ど
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

す
。

※
参
加
賞
と
し
て
、
楽
し
い
お
も
ち

ゃ
や
文
具
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
推
進
コ
ー
ナ
ー

　

｢

連
合
婦
人
会｣

が
ク
イ
ズ
の
正
解

者
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
進
呈
。
ま
た
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
環
境
に
や
さ
し

い
洗
剤｢

え
ひ
め
Ａあ

いＩ

−

２｣

を
差
し

上
げ
ま
す
。

■
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

大
切
に
し
て
い
て
壊
れ
て
し
ま
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
し
ま
す

(

電
子
ゲ
ー
ム
機
は
対
象
外)

。

※
お
も
ち
ゃ
の
病
院
は
市
民
ホ
ー
ル

で
開
院
し
ま
す
。

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

再
使
用
の
王
道
で
す
。
価
格
は
交

渉
の
腕
次
第
。
20
区
画
の
お
店
か
ら

欲
し
い
物
を
探
し
ま
し
ょ
う
！

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ス
タ
ン
プ

は
本
部
で
押
し
ま
す
。
買
っ
た
商
品

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
古
本
コ
ー
ナ
ー

　

資
源
ご
み
の
中
か
ら
マ
ン
ガ
、
絵

ス
リ
ー
・
ア
ー
ルNe

w
Ne
w 【
環
境
意
識
を
高
め
る
コ
ー
ナ
ー
】

Ne
w

【
発
生
抑
制
の
コ
ー
ナ
ー
】

【
再
使
用
の
コ
ー
ナ
ー
】
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【
再
資
源
化
の
コ
ー
ナ
ー
】

Ne
w

本
、
小
説
な
ど
を
集
め
ま
し
た
。

※
１
冊
10
円
以
上
の
募
金
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
読
ん
だ
あ
と
不
要
と
な
っ
た
本
は
、

再
び
資
源
ご
み
回
収
へ
！

■
不
用
な
和
服
回
収
と
再
使
用
コ
ー
ナ
ー

　

｢

く
ら
し
の
会｣

が
、
家
庭
内
に
眠

っ
て
い
る
和
服
、
和
装
小
物
を
無
料

で
回
収
し
、
再
使
用
を
希
望
す
る
人

へ
お
分
け
し
ま
す
。
回
収
は
午
前
９

時
か
ら
で
す
。

■
立
木
を
守
る
コ
ー
ナ
ー

　

約
50
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク
は
樹
齢

25
年
の
樹
木
１
本
に
相
当
し
ま
す
。

今
年
は
60
本
の
樹
木
を
守
る
こ
と
を

目
標
に
、
１
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク
30

枚
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
３
個
と

交
換
し
ま
す(

一
人
６
㌔
㌘
18
個
ま
で

･

１
万
個
限
り)
。
交
換
は
午
前
９
時

か
ら
で
す
。

　

小
型
家
電
回
収
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

今
年
４
月
に
法
律
が
施
行
さ
れ
た

小
型
家
電
を
無
料
回
収
し
ま
す
。
ご

家
庭
の
家
電
製
品･

お
も
ち
ゃ
な
ど
、

電
池･

電
気
で
動
く
家
電
製
品
の
全
て

が
対
象
で
す
。

〈
注
意
事
項
〉

①
電
池
は
必
ず
抜
い
て
く
だ
さ
い

②
こ
た
つ
な
ど
の
木
枠
は
回
収
で
き

な
い
の
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

③
パ
ソ
コ
ン(

付
属
品
を
含
む)

や
携

帯
電
話
も
回
収
し
ま
す

④
家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ･

冷
蔵
庫･

洗
濯

機･

エ
ア
コ
ン)

は
別
に
回
収
し
ま
す

■
処
理
困
難
物
の
特
別
回
収
コ
ー
ナ
ー

※
業
者
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
廃
タ
イ
ヤ(

ホ
イ
ー
ル
付
可)

１
本

の
処
理
費
用
〉

▽
12
イ
ン
チ
ま
で
＝
１
０
０
円　

▽
13

～
18
イ
ン
チ
＝
２
０
０
円　

▽
２
～

４
ト
ン
車(

含
４
Ｗ
Ｄ)

＝
３
０
０
円

▽
大
型
自
動
車
用
＝
５
０
０
円　

▽
バ

イ
ク　

＝
30
円 

、 

＝
60
円　

▽
自
転
車

用
＝
20
円　

▽
一
輪
車
用
＝
１
０
０
円

▽
農
機
具
12
～
14
イ
ン
チ
＝
５
０
０
円

▽
農
機
具
15
～
18
イ
ン
チ
＝
８
０
０
円

▽
ホ
イ
ー
ル･

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
＝
無
料

※
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
も
回
収
し
ま
す
。

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
小
銭
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
老
朽
化
消
火
器
〉

　

20
型
ま
で
が
回
収
対
象
で
す
。
処

理
費
用
は
１
個
１
０
０
０
円
で
す
。

※
搬
入
時
に
は
、衝
撃
を
与
え
な
い
、

倒
さ
な
い
、
レ
バ
ー
を
握
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
廃
家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫･

洗
濯
機･

エ
ア
コ
ン)

〉

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金(

製
品
に
よ
り
異

な
り
ま
す)

と
１
台
１
０
０
０
円
の
運

搬
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(htt

p
://w

w
w

.rkc.aeh
a.o

r.jp
/)

で
確

認
で
き
ま
す
。

〈
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
〉

　

ご
家
庭
に
眠
る
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
を

無
料
で
回
収
し
ま
す
。

■
実
演
コ
ー
ナ
ー

　

枝
葉
破
砕
機
の
操
作
と
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
っ
た
ボ
カ
シ
作
り
を
実
演
し
ま
す
。

ボ
カ
シ
作
り
の
実
演
は
午
前
10
時
か

ら
。
見
学
者
に
は
２
週
間
ほ
ど
ね
か

せ
た
ボ
カ
シ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
状
況
を
パ
ネ
ル
展
示
。ま
た
、

生
ご
み
の
水
分
量
の
減
ら
し
方
を
紹

介
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
正
解
し
て
、

く
じ
引
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■
蛍
光
管
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

蛍
光
管
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
か
を
パ
ネ
ル
展
示
。

ま
た
、回
収
箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

割
れ
て
い
な
い
蛍
光
管
や
、
ご
家
庭

で
眠
っ
て
い
る
水
銀
体
温
計(

血
圧

計)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
！

　

気
温
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
本
部
で
冷
た
い
麦
茶
を
用

意
し
ま
す
が
、
各
自
水
分
補
給
や
帽

子
の
着
用
な
ど
、
熱
中
症
に
注
意
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
本
環
境
課(

℡
�
２
１

１
４)

へ
。

(小)

(大)

【
来
場
さ
れ
る
方
へ
お
願
い
】
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日
本
国
旅
券(

パ
ス
ポ
ー
ト)

の
申
請
・
交
付
の
手
続
き
は
、
10

月
１
日
か
ら
本
市
民
課
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
原
則
、
県

の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　パスポートの申請窓口が変わります

10月１日からは市役所本庁舎の市民課窓口で手続きを

　

交
付
ま
で
に
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

①
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人　

②
市
外
に
住

民
登
録
を
し
て
い
て
、
本
市
に

通
勤･

通
学
な
ど
を
し
て
い
る
人

※
②
の
人
は
別
途
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
市
民

課(

℡
�
２
４
５
９)

に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

申
請
場
所　

市
民
課

※
各
総
合
支
所
で
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
で
き
る
種
類　

別
表
１

申
請
に
必
要
な
書
類　

①
申
請

書(

市
民
課
と
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す)　

②
戸
籍

抄
本
ま
た
は
謄
本(

切
替
新
規
申

請
・
増
補
申
請
・
紛
失
届
は
原
則

不
要)　

③
写
真(

６
カ
月
以
内

に
撮
影
さ
れ
た
本
人
の
み
の
顔

写
真
・
正
面
向
き
、
無
帽
、
無
背

景
・
縦
45
㍉
㍍
×
横
35
㍉
㍍
・

ふ
ち
な
し)　

④
本
人
確
認
書
類

(
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど)　

⑤
前
回
取
得
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト

※
③
は
規
格
が
厳
密
に
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
写
真

専
門
店
な
ど
で
の
撮
影
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※
申
請
の
種
類
や
申
請
者

の
状
況
に
よ
り
必
要
な
書

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
民
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付

(

受
け
取
り
は
本
人
の
み)

交
付
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分(

火

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
・
火
曜
日

が
祝
日
な
ど
の
場
合
は
翌
水
曜

日
）

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

交
付
場
所　

市
民
課

※
各
総
合
支
所
で
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

持
参
す
る
も
の　

①
旅
券
引
換

書(

申
請
時
に
渡
し
ま
す)

②
手
数
料(

別
表
２
の
収
入
印
紙

と
群
馬
県
証
紙)

※
収
入
印
紙
と
群
馬
県
証
紙
は
、

市
役
所
窓
口
で
は
取
り
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
。

種　　類 内　　　　　　　　容 受け取りまでの日数

新  規  申  請
・初めてパスポートを取得する場合
・持っているパスポートの有効期限が切れた場合

６日目

切替新規申請
・パスポートの有効期限が１年未満になった場合
・査証欄に余白がなくなった場合
・IC 旅券に切り替える場合 など

６日目

訂正新規申請
・旅券面記載の身分事項に変更が生じたため、新
  しい内容で申し込む場合

６日目

訂  正  申  請
・旅券面記載の身分事項中、氏名・本籍の都道府
  県名に変更が生じたため、訂正を申し込む場合

５日目

増  補  申  請 ・査証欄を追加する場合 ５日目

紛    失    届 ・有効期限内のパスポートを紛失した場合

※受け取りまでの日数は、申請日から土、日、祝日と年末年始を除いたものです。
※訂正申請は、今後制度が変更される予定があります。

申請できる種類

手数料一覧表

(別表１)

(別表２)
パスポートの種類 収入印紙 群馬県証紙 合計

新 規 申 請
切替新規申請
訂正新規申請

10年用 1万4,000円 2,000円 １万6,000円

５年用（12歳以上）     9,000円 2,000円 １万1,000円

５年用（12歳未満）     4,000円 2,000円      6,000円

訂　正　申　請        700円    200円         900円

増　補　申　請     2,000円    500円      2,500円
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　生活援助食事サービスを始めます

　住宅・土地統計調査を実施します

週１回の昼食配達／希望する人は高齢福祉課へ申請を

調査員が市内約3,200世帯を訪問

　

市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
、
孤
独
感

の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
食
事

を
週
１
回
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

疾
病
な
ど
に
よ
り
調

理
が
で
き
な
い
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人
ま
た
は
障
害
者
の
み

の
世
帯
の
人

利
用
回
数　

週
１
回(

昼
食)

事
業
者
と
対
象
地
区　

別
表
３

の
と
お
り

※
申
請
時
に
利
用
す
る
業
者
と

曜
日(

週
１
回)
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
者
負
担　

１
食
当
た
り
２

５
０
円(

配
達
す
る
事
業
者
が
集

め
ま
す)

申
請
方
法　

申
請
書(

本
高
齢
福

祉
課
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
高
齢
福
祉
課
へ

※
申
請
に
は
調
理
の
で
き
な
い

理
由
を
記
載
の
上
、
民
生
委
員

の
確
認
の
署
名
が
必
要
で
す
。

申
請
開
始
日　

９
月
２
日
㈪

　

詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課(

℡

�
２
２
５
７)

へ
。

事業者 実施曜日

対象地区 食事内容

渋
川

金
島

古
巻

豊
秋

伊
香
保

小
野
上

子
持

赤
城

北
橘 普通食

特別食 
の対応

 あぐりハウス　
 おふくろ亭

火曜日 ○ ○ －

 ㈱シー・アンド・エス
 高崎支店

月～日曜日 ○ ○ ○ ○ 粥 
軟ご飯

 宅配クック123ゆたか
 吾妻店

月～日曜日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ きざみ食

生活援助食事サービス実施事業者(別表３)

　この調査は、住生活に関する最も基本的で重
要な調査で、全国約350万世帯の人たちを対象
とした大規模な調査です。
　今回の調査では、近年において多様化してい
る国民の居住形態や少子・高齢化などの社会・経
済状況の変化を踏まえ、住宅のストックのみな
らず、①住生活を支える生活環境、②耐震性・防
火性といった住宅性能水準の達成度や省エネル
ギー性能住宅、③土地の有効利用状況を明らか
にすることをねらいとしています。
　統計調査員が調査世帯へ調査票の記入をお願
いに伺った際には、調査票へのご記入、または、

インターネットでの回答をお願いします。 なお、
調査により集められた調査票の記入内容は、｢統
計法｣によって厳重に保護されます。調査員をは
じめとする調査関係者が調査で知り得た内容を
他に漏らしたり、統計を作成・分析する目的以外
に調査票を使用することは絶対にありません。こ
れらの行為は、法律により固く禁じられています
ので、安心してありのままを記入してください。

〈統計調査協力員を募集中〉
　本市では、統計調査協力員を募集しています
ので、皆さんのご応募をお待ちしています。
　詳しくは、本事務管理課(℡�2320)へ。



入
札
に
よ
り
宅
地
や
畑
な
ど
６
物
件
を
売
却

【他市町村などの問い合わせ先】
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▶前橋市＝収納課収納第三係(℡027-898-6230)
▶伊勢崎市＝滞納整理課(℡0270-27-2725)
▶吉岡町＝財務課税務室(℡�3111)
▶玉村町＝税務課収税室(℡0270-64-7704)
▶渋川行政県税事務所＝県税課収納係
　(℡�4050)
▶伊勢崎行政県税事務所＝県税課収納第一係　
　(℡0270-24-4350)

市民プール

至赤城山

至市街地

信用金庫

至渋川

入札会場案内図

荒牧町

上細井町

市立前橋高

鎌倉中

東部バイパス

下細井
県営住宅

県道前橋・西久保線

県
道
前
橋
・
赤
城
線

歩
道
橋

Ｒ
17

若宮町４丁目

細井小入口

鎌倉坂

群大医学部
附属病院

群大病院東

入札会場
県前橋合同庁舎
(地域防災センター)

Ｎ

不動産合同公売を県などと行います
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市
で
は
、
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

入
札
は
、
公
売
保
証
金
を
納
付
す
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
市
単
独
で
は
な
く
、
県
と
中
部
県
民
局
管
内

の
市
町
村
合
同
で
行
い
ま
す
。

入
札
日
時　

11
月
26
日
㈫
午
後
２
時

～
２
時
20
分(
受
付
は
午
後
１
時
か
ら)

と
こ
ろ　

県
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー(

県

前
橋
合
同
庁
舎
敷
地
内
・
前
橋
市
上
細

井
町)

物
件
の
表
示
な
ど　

左
表
の
と
お
り

持
参
す
る
も
の　

公
売
保
証
金(
左
表

参
照)

、印
鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が｢

畑｣

な
ど
農

地
物
件
の
買
受
希
望
者
は
、
公
売
当

日
に｢

買
受
適
格
証
明
書｣

を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買
受
適
格
証

明
書
の
交
付
申
請
に
当
た
っ
て
は
、

申
請
期
間
の
指
定
が
あ
り
、
申
請
か

ら
交
付
ま
で
に
お
お
む
ね
１
カ
月
を

要
し
ま
す
。
買
受
適
格
証
明
書
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
二
市
農
業

委
員
会
事
務
局(

℡
�
２
９
２
０)

へ
。

売
却
決
定
日
時　

12
月
３
日
㈫
午
前

10
時

そ
の
他　

公
売
は
、
直
前
に
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
実
施
状

況
を
確
認
し
て
か
ら
入
札
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
本
納
税
課
特
別
収
納

推
進
室(

℡
�
２
３
９
０)

へ
。
な
お
、

他
市
町
村
等
の
物
件
な
ど
に
つ
い
て

は
、
県
ま
た
は
各
市
町
村
担
当
に
問

い
合
わ
せ
る
か
、
当
該
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　本年産の米についても、福島第一
原子力発電所の事故により放出され
た放射性物質の影響が懸念されてい
ます。
　そのため、県では、県内全域で米
の放射性物質検査を昨年に引き続き
行うこととなりました。

　本市では、８カ所(渋川、金島、豊
秋･古巻、伊香保、小野上、子持、赤
城、北橘地区)の調査を実施します。
　なお、検査地区単位で安全が確認
されるまで、出荷・販売・譲渡はでき
ないので、注意してください。
　詳しくは、二農林課(℡�2593)へ。

米の放射性物質安全検査を行います

№ 所在地 地目・種類 地積 
床面積

最低公売
価額 公売保証金

1 行幸田
字辻原 畑 　713㎡   46万円 4万6,000円

2
北橘町小室
字黒谷戸

畑 1,484㎡   63万円 6万3,000円

3
北橘町小室
字上

か み な つ め く ぼ

棗久保
畑 1,169㎡ 516万円 51万6,000円

4
赤城町樽
字清水

畑 1,146㎡ 160万円 16万円

5 金井字大野 山林 3,883㎡ 372万円 37万2,000円

6 渋川字折原
宅地 計1070.19㎡

770万円 77万円旅館・機械室
・物置・居宅 計717.27㎡

公売する物件の表示など（本市の公売物件）



新
し
い
保
険
証
を
９
月
中
旬
に
各
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す

宝くじ助成による
　　　　地域づくり
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会
社
な
ど
を
退
職
し
、
被
用
者
保

険
の
資
格
を
失
っ
た
場
合
、通
常
は
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
２

年
間
に
限
り
、
退
職
し
た
会
社
な
ど

の
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を

継
続(

任
意
継
続)

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
者　

退
職
の
日
ま
で
に
保
険
者

の
定
め
る
一
定
期
間
以
上
の
保
険
加

入
期
間
が
あ
る
75
歳
未
満
の
人

国保の保険証が新しくなります

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
10
月

１
日
㈫
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
一
般
被
保
険

者
、
退
職
被
保
険
者
と
も
に｢

薄
い

青
色｣
で
、
退
職
被
保
険
者
の
保
険

証
に
は「
退
」の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

９
月
中
旬

に
各
世
帯
主

あ
て
に
簡
易

書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

現
在
の
保
険

証
は
、
10
月

１
日
以
降
は

使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
自
分
で
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
役
所
窓
口
で
の
直
接
交
付
を
希

望
す
る
人
は
、
９
月
６
日
㈮
ま
で
に

受
け
取
り
を
希
望
す
る
窓
口(

本
保

険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
12
日
㈭
か
ら
窓
口
で
交
付
し
ま

す
。

　

交
付
を
受
け
る
際
は
、
運
転
免
許

証
、
現
在
の
保
険
証
な
ど
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の(

顔
写

真
が
な
い
も
の
は
、
２
点
以
上
の
提

示
が
必
要)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
交
付
を
希
望
す
る
場
合

任
意
継
続

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
の

手
続
き
に
つ
い
て

申
請
期
限　

退
職
後
20
日
以
内

　

詳
し
く
は
、
退
職
し
た
会
社
な
ど

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
に
被
用
者
保
険
の
加
入
者
が

い
る
場
合
、
収
入
な
ど
の
状
況
に
よ

り
、
そ
の
人
の
保
険
の
扶
養
に
な
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
の

勤
務
先
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
国
保
に
加
入
す
る
場
合

の
国
保
税
の
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課(

℡
�

２
４
６
１)

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
へ
。

被
用
者
保
険
の
扶
養
家
族

　　　団法人自治総合センターで
は、自治宝くじの収益金により、
地域の健全な発展や宝くじの普及
を目的に、自治会などのコミュニ
ティー事業に対して助成事業を行
っています。
　このたび、北橘地区自治会連合
会では、八崎第三自治会に子ども
みこし等、上南室自治会に八木節
用具などを新調しました。

財

　　　益財団法人群馬県市町村振
興協会では、市町村振興宝くじ(サ
マージャンボ宝くじ)の収益金によ
り、自治会などの活動に必要な設
備や施設の整備に対し、助成を行
っています。
　このたび、北橘地区自治会連合
会では、同地区の自主防災に活用
するため、38本の消防用ホースを
整備しました。

公

(北市民福祉課)

子
ど
も
み
こ
し(

左)

　

大
鼓
と
小
鼓(

下)　
　

消防ホース



渋川ほっと 地域のつながりを築く　　　　　
伝統の「伊香保まつり」

きらり サークル仲間

代 

表

赤城町柔道部

狩野一広さん

柔道を通して健全な心身を育てる

　

｢

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
楽
し
ん
で
い

る
伊
香
保
ま
つ
り
は
地
域
の
つ
な
が

り
を
築
い
て
く
れ
る
大
切
な
行
事｣
と

話
す
田
村
弘
明
さ
ん
。
現
在
、
伝
統

の
ま
つ
り
を
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な

っ
て
支
え
る
成
人
男
子
有
志
の
集
ま

り｢

若わ
か
れ
ん連｣

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

若
連
の
主
な
役
割
は
、
樽た

る
て
ん典
み
こ

し
の
製
作
や
本
み
こ
し
の
運
行
経
路

の
決
定
な
ど
で
、
ま
つ
り
の
成
功
に

向
け
た
大
切
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
分
、
田
村
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
若
連
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

付
き
も
の
。
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

通
り
の
ま
つ
り
の
運
営
や
、
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
樽
典
み
こ
し
の
運
行

で
見
物
客
に
け
が
人
を
出
さ
な
い
こ

と
な
ど
、
無
事
に
ま
つ
り
を
終
え
る

ま
で
は
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

　

若
連
の
活
動
に
つ
い
て｢

プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
も
あ
る
が
学
生
時
代
の
部
活
動

の
よ
う
に
同
じ
目
標
と
喜
び
を
共
有

で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い｣

と
田
村
さ

ん
。先
輩
が
後
輩
の
面
倒
を
み
た
り
、

お
互
い
が
地
元
の
こ
と
な
ど
を
語
り

合
う
中
で
、
仲
の
良
い
兄
弟
の
よ
う

な
関
係
を
築
け
て
い
る
こ
と
が
地
域

の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
若
連
の
近
ご
ろ
の
悩
み
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
減
少
。
伝
統

の
ま
つ
り
を
た
だ
守
る
の
で
は
な
く
、

い
か
に
し
て
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
村
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、

｢

最
近
で
は
地
元
以
外
の
人
も
若
連
に

入
っ
て
い
る
。
伊
香
保
と
い
う
垣
根

を
乗
り
越
え
て
渋
川
市
全
体
で
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
の
で
、

皆
さ
ん
の
若
連
へ
の
入
会
を
待
っ
て

い
ま
す｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

内　容
日　程

場　所

会員数

柔道
毎週火・木曜日
午後７時30分～９時30分
赤城スポーツセンター
柔道場
41人（園児～一般男女）

人

(伊香保町伊香保･33歳)
田村　弘明さん

☆一言アピール☆
　小学生は、スポーツ少年団と
して各種大会に参加し、中学･高
校生は部活動を中心に活動し
ています。みんなで県大会の優
勝を目指して練習しています。
　柔道を始めたい人は大歓迎。
練習日にいつでも体験できます。

◀
９
月
18
～
20
日
に

開
催
さ
れ
る
伊
香
保

ま
つ
り
に
向
け
て
樽

典
み
こ
し
の
製
作
に

励
む
若
連
の
皆
さ
ん

℡�2603

10広報しぶかわ
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逗子の中学生20人
が伊香保を満喫！

段 ボールが個性豊かなアートに変身！
｢ハコ仮面で変身！！｣

｢ハコ仮面｣は、９月６日
～23日に開催される
｢こどもあーと展2013｣
に展示されます

　８月４日と11日に市美術館･桑
く わ は ら ひ ろ も り

原巨守彫刻美術館で開催された美術館ワ
ークショップ｢ハコ仮面で変身！！｣。子どもたちに美術と接する機会として
開催されたこのワークショップに、４歳から小学６年生までの10人が保護
者と参加。子どもたちは、段ボールに新聞紙を貼りカラフルに色付けしたり、
布や針金などさまざまな材料を使い、オリジナリティ溢れる仮面を創作。最
後は仮面をかぶりみんなで変身しました。

｢サマーアドベンチャー伊香保｣

　８月６～８日の３日間、神奈
川県逗子市から20人の中学１年
生らが伊香保を訪れ、伊香保中学
校の生徒との交流や高原での体
験を楽しみました。７日は、県立
伊香保森林公園のハイキングコ
ースを散策。疲れ知らずの生徒た
ちは、友達とおしゃべりに興じな
がらどんどん歩き、先導を追い抜
かしてしまう場面も。最後に立ち
寄った「わしの巣風穴」では、涼し
い冷気を浴びて一休みし、ハイキ
ングを終えました。

伊香保地区と逗子市は市町村合
併前から交流があり、毎年交換
交流を行っています。



　

私
た
ち
は
毎
日
、
た
く
さ
ん
の
水

を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
使
っ
た
水

は
、
ほ
と
ん
ど
が
汚
水
と
な
り
、
害

虫
や
悪
臭
の
発
生
、
河
川
汚
濁
な
ど

私
た
ち
や
動
植
物
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
汚
水
を
き

れ
い
な
水
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
、
河

川
な
ど
に
返
す
た
め
に
重
要
な｢

下
水

道｣｢

農
業
集
落
排
水
施
設｣

な
ど
を
地

域
別
に
整
備
し
、
清
潔
で
快
適
な
生

活
環
境
の
改
善
や
貴
重
な
水
資
源
循

環
の
健
全
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

︿
水
洗
化
促
進
事
業
﹀

　

下
水
道
な
ど
は
整
備
し
た
後
に
皆

さ
ん
が
接
続
し
、
使
用
し
て
初
め
て

事
業
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は｢

水
洗
化
率
１
０
０
㌫｣

を
目

標
に
、
下
水
道
な
ど
の
区
域
内
で
未

接
続
の
人
を
対
象
に
個
別
訪
問
に
よ

り
早
期
接
続
を
推
進
す
る｢

水
洗
化

促
進
事
業｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
の
供
用

開
始
区
域
内
の
家
庭
な
ど
で
は
、
供

用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト

イ
レ
へ
の
改
造（
切
替
）を
、
ま
た
下

水
道
へ
の
接
続（
排
水
設
備
の
設
置
）

に
つ
い
て
も
遅
滞
な
く
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
快
適
な
暮
ら
し
と
身
近

な
水
環
境
を
守
る
た
め
に
下
水
道
な

ど
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
末
の
水
洗
化

率
は
、
公
共
下
水
道
75･

25
㌫
、
農
業

集
落
排
水
施
設
77･
48
㌫
で
す
。

※
水
洗
化
率
と
は
、
汚
水
処
理
施
設

（
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
施
設
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
、
合
併
浄
化

槽
）に
接
続
可
能
な
人
口
に
占
め
る

接
続
済
人
口
の
割
合
の
こ
と
。

︿
単
独
浄
化
槽
と
合
併
浄
化
槽
﹀

　

浄
化
槽
に
は
、
単
独
浄
化
槽
と
合

併
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
し
尿

の
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
台
所

や
洗
濯
な
ど
の
汚
水
は
そ
の
ま
ま
川

な
ど
に
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
合

併
浄
化
槽
は
、
下
水
道
と
同
様
全
て

の
汚
水
を
き
れ
い
に
し
ま
す
が
、
設

置
者
個
人
に
よ
る
適
正
な
維
持
管
理

が
必
要
で
す（
市
町
村
設
置
型
の
浄

化
槽
を
除
く
）。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
下
水
道
な
ど
の

区
域
外
で
浄
化
槽
を
新
設
す
る
場
合

は
合
併
浄
化
槽
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
独
浄
化
槽

を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
合
併
浄
化

槽
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

︿
適
正
な
維
持
管
理
を
﹀

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
な
ど

は
、
市
が
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う

た
め
、
汚
水
が
流
れ
出
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
浄
化

槽
は
、
個
人
で
維
持
管
理
を
行
う
た

め
、
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
、

汚
水
が
川
な
ど
に
流
れ
出
て
し
ま
い

ま
す
。

︿
浄
化
槽
の
管
理
内
容
の
確
認
を
﹀

　

浄
化
槽
管
理
者（
設
置
者
）に
は
浄

化
槽
法
に
よ
り
、
①
定
期
的
な
保
守

点
検
、
②
年
１
回
以
上
の
清
掃（
汚

泥
の
引
き
抜
き
）、
③
年
１
回
の
法

水
洗
化
率
１
０
０
㌫
を
目
指
し
て

浄
化
槽
に
つ
い
て

12広報しぶかわ

９
月
10
日
は｢

下
水
道
の
日｣

／
下
水
道 

水
が
笑
顔
に 

な
れ
る
道 

︵
平
成
25
年
度
標
語
︶

お
済
み
で
す
か
？
下
水
道
な
ど
へ
の
接
続

　

９
月
10
日
の｢

下
水
道
の
日｣

に
合
わ
せ
、
今
回
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
下
水
道
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

清らかな水環境を守り育み、次世代へ引き継いでいきましょう



定
検
査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
管
理
契
約
の
内
容

や
検
査
結
果
な
ど
を
見
直
し
て
、
必

要
な
管
理
が
す
べ
て
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
の
宅
内
排
水
マ
ス
は
定
期

的
に
清
掃
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
台
所
か
ら
の
排
水
マ
ス
は
構
造
上
、

油
脂
類
が
下
流
に
流
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と｢
石
け

ん｣

の
よ
う
に
固
ま
り
、
排
水
管
が
詰

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
マ

ス
に
つ
い
て
は
、
３
カ
月
に
１
度
は

ふ
た
を
開
け
内
部
の
状
況
を
確
認
し
、

排
水
機
能
を
妨
げ
る
油
脂
類
な
ど
の

除
去
清
掃
を
行
い
、
大
切
な
宅
内
排

水
設
備
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
も

点
検
し
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
な
ど
へ
の
接
続
工
事
は
、

市
が
認
め
た
指
定
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
指
定
工
事
店
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
な
ど
へ
接
続
工
事
を
行
う

場
合
、
１
件
に
つ
き
48
万
円
以
内（
た

だ
し
、
工
事
精
算
額
の
範
囲
内
）の
無

利
子
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
排
水
マ
ス
の
清
掃
点
検
を

防災に関するお知らせ
■問い合わせ先：二下水道課（℡�2120）

豆知識のコーナー

工
事
は
指
定
工
事
店
で

水
洗
便
所
改
造
貸
付
資
金
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　自然災害から自分の身を守り、楽しく
生き抜く知恵を○×クイズなどで楽しく
学んでみませんか。
とき ９月27日（金）午後
１時30分～３時30分
ところ 中央公民館
内容 地震、台風、火事
などから身を守る方法を楽しく学びます。
最後にはみんなで元気に歌を歌います
講師 小金澤照昌（市防災専門員）
定員 50人（超えた場合は抽選）
参加料 無料
申込方法 電話か窓口へ
申込期間 ９月９日（月）～20日（金）午前８
時30分～午後５時（土・日祝日を除く）

参加者を募集します
｢命を守る防災講座｣

８月30日から／気象庁
｢特別警報｣の発表を開始

　気象庁では、大雨・暴風・高潮や地震、
津波などにより重大な災害が起こるおそ
れがある時に、警報を発表して警戒を呼
びかけていましたが、８月30日から、よ
り甚

はなは

だしい大雨や大きな津波などが予想
され、重大な災害による危険性が高まっ
た際には、最大限の警戒を呼びかけるた
め、新たに｢特別警報｣を発表することと
なりました（特別警報の対象は、｢東日本
大震災における大津波｣や紀伊半島に甚
大な被害をもたらした｢平成23年台風第
12号の豪雨｣などが該当します）。
　地震については、震度６以上の緊急地
震速報が特別警報に位置付けられます。
　特別警報が発表された場合、お住まい
の地域は経験したことのないような非常
に危険な状況にあります。屋外の状況や
避難指示・勧告などに留意し、直ちに命を
守るための行動をとってください。
　また、大雨などの被害を防ぐには、時
間を追って発表される気象情報や市町村
の防災情報などを活用して早めの行動を
とることがあなたや家族の命を守ります。
　詳しくは、気象庁前橋地方気象台（℡
027-231-1404）へ。
※気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/
jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html）
でも詳細を確認できます。　 （本行政課）

　｢下水道の日｣は、昭和36年に全国で下水道整
備を普及促進するために定められました。また、
９月10日と定められたのは、下水道の大きな役
割の一つである｢浸水の防除｣を念頭に、台風シ
ーズンである210日を過ぎた220日（立春から数
えて）が適当であるとされたことによるものです。

下水道の日とは？

地域の安全安心を支えている雨水処理施設

　豪雨による金沢川の氾濫被害を防止するため、
昭和41年から着工された｢金沢川都市下水路｣。
中村地内の利根川を起点とし、大同特殊鋼の北、
駅前道路、市役所通り線の地下を経て藤ノ木周

辺を終点とする集水
面積402ヘクタール
を有す大規模な雨水
処理施設として昭和
48年に完成しまし
た。以来今なお、そ
の役目を発揮し、地
域の安全安心を守り
続けています。

▶
金
沢
川
都
市
下
水
路
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人口と世帯／平成25年７月末現在

●人口　82,821人 (男40,474人、女42,347人 )
●世帯　31,631世帯
●７月のうぶごえ　男の子15人、女の子25人

14広報しぶかわ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

家
庭
料
理
教
室

勇
気
づ
け
勉
強
会

　

困
難
を
克
服
す
る
活
力
を
身

に
付
け
、
職
場
や
家
庭
に｢

つ
な

が
り
感
覚｣

を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に｢

勇
気
づ
け
勉
強
会｣

を
開

催
し
ま
す
。

時･

内　

別
表
の
と
お
り

所　

市
国
保
あ
か
ぎ
診
療
所(

赤

城
町
敷
島)

師　

斎
藤
昌
昭(

あ
か
ぎ
診
療
所
長)

対　

な
る
べ
く
毎
回
出
席
で
き

る
人

定　

10
人
程
度(

先
着
順)

時　

９
月
28
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時(

予
定)

所　

中
央
公
民
館

内　

ナ
シ
ゴ
レ
ン(

メ
ー
ン
料
理)

、

ガ
ド
ガ
ド(

サ
ラ
ダ)

、コ
ラ
ッ
ク

(

デ
ザ
ー
ト)

の
３
品(

予
定･

昼
食

時
に
試
食
し
ま
す)

師　

ユ
ニ･

エ
ル
サ･

ハ
デ
ィ
サ

プ
テ
リ
さ
ん(

前
橋
市
）

定　

25
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

費　

８
０
０
円(

会
員
は
７
０
０

円･
当
日
集
め
ま
す)

持　

エ
プ
ロ
ン

募
　
集

【
広
告
】

【
広
告
】

あ
か
ぎ
診
療
所
℡
�
２
２
２
０

※
申
込
人
数
が
少
な
い
と
き
は
、

開
講
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費　

無
料

申　

電
話
で
あ
か
ぎ
診
療
所
へ

期　

９
月
30
日
㈪
ま
で

回 と　　き 内　　容

第１回 10月 ８日(火)

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

①さまざまな見方･考え方の存在を意識
する
②聴き上手になる

第２回 10月22日(火)
③言い方を工夫しよう
④感情と上手につきあう

第３回 11月 ５日(火)
⑤自分のスタイルを明確にする
⑥セルフ･トークを意識する

第４回 11月19日(火)
⑦目的を意識する
⑧自分の人生を引き受ける

第５回 12月 ３日(火)
⑨自分の良さを再発見する
⑩あたりまえの価値を再発見する

第６回 12月17日(火)
⑪物事を前向きに考える
⑫勇気づけをする

(別表)

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局(

本
企

画
課
内)　
　

  

℡
�
２
３
９
６

　市食生活改善推進員連絡協議会(食改
推)小野上地区では、手作りパン教室を
開催します。
時　10月３日(木)午前９時30分～午後１
時ごろ(受付は午前９時～９時30分)
所　旧小野上保健センター 
内　▷健康と食生活についての講話　
▷身近な食材を利用した自家製パン等の
調理実習(ベーコンエピ、ミニ食パン、
野菜のコンソメゼリー寄せ、ニンジンの
ポタージュスープなど)
※献立は、変更になる場合があります。
対　市内在住･在勤で健康に関心がある人
定　20人(先着順)
費　300円(材料費)
持　エプロン、三角きん、筆記用具
申　電話か直接二渋川保健センター、ま
たは各地区の食生活改善推進員へ
期　９月５日(木)～20日(金)
問　渋川保健センター(℡�1321)

食改推の手作りパン教室

勇気づけ勉強会日程と内容

広告募集中
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□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号

15 平成25年９月１日号

募
集
作
品　

書
画
、
彫
刻
、
絵

画
、
写
真
、
陶
芸
、
手
工
芸
品

な
ど

※
運
搬
や
管
理
が
容
易
で
、
危

険
な
も
の
や
動
植
物
で
な
い
も

の
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
90
歳

以
上
の
人

申　

電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ

期　

10
月
４
日
㈮
ま
で

〈
作
品
展
示
会
〉

時　

10
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

(

10
月
18
日
は
午
後
３
時
ま
で)

所
　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル

〈
初
心
者
マ
ジ
ッ
ク
教
室
参
加

者
募
集
〉

時　

９
月
27
日
㈮
～
11
月
29
日

㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10

時
～
正
午(

計
10
回)

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

新
秀
夫
さ
ん

対　

手
品
に
興
味
の
あ
る
人

定　

10
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

申　

電
話
ま
た
は
直
接
渋
川
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

期　

９
月
13
日
㈮
～
20
日
㈮
午

前
９
時
～
午
後
４
時

敬
老
祝
金
の
支
給

超(

ス
ー
パ
ー)

高
齢
者

作
品
展
示
会
作
品
募
集

【
広
告
】

【
広
告
】

申　

電
話
で
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
へ

期　

９
月
13
日
㈮
ま
で

本
高
齢
福
祉
課 

℡
�
２
２
５
７

本
高
齢
福
祉
課 

℡
�
２
２
５
７

福
　
祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

９
月
22
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

９
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30
分

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
10
月
の
休
館
日
〉

７
日
㈪
、
15
日
㈫
、
16
日
㈬
、

21
日
㈪
、
28
日
㈪

　

市
で
は
、
長
寿
を
祝
福
し
敬

老
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

９
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
住
民
票
に
記
載
の

あ
る
人
で
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
に
次
の
年
齢
に
な
る
人

支
給
額　

▽
88
歳
＝
１
万
円　

▽
99
歳
＝
２
万
円　

▽
１
０
１

歳
以
上
＝
２
万
円

支
給
の
時
期　

９
月
中
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
、
各
地
区

の
民
生
委
員
ま
た
は
市
職
員
な

ど
が
訪
問
し
、
支
給
し
ま
す
。

※
１
０
０
歳
到
達
の
人
は
、
国
、

県
の
慶
祝
状
な
ど
を
贈
呈
に
伺

い
ま
す
。

広告募集中
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市
民
総
合
文
化
祭

演
技
部
門
発
表
会

住
宅
支
援
給
付
事
業

成
人
式
該
当
者
の
調
査

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ

　

市
で
は
、
離
職
者
の
再
就
職

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内　

賃
貸
住
宅
な
ど
の
家
賃
と

し
て
住
宅
支
援
給
付
金
を
支
給

し
ま
す(

原
則
３
カ
月
間)

対　

離
職
者
で
就
労
能
力
と
就

労
意
欲
が
あ
る
人
の
う
ち
、
住

宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
喪
失
す
る
恐
れ
の
あ
る
人

※
た
だ
し
、
離
職
後
２
年
以
内

で
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
成
人
式
を
平
成
26

年
１
月
12
日
㈰
に
市
民
会
館
で

行
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
成

人
式
の
該
当
者
の
調
査
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
就
学･

就
職
な

ど
で
市
外
に
転
出
し
て
い
る
成

人
式
該
当
者
に
対
し
、
地
元
渋

時　

10
月
２
日
㈬
、
９
日
㈬
、

23
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

(

計
３
回)

所　

北
橘
公
民
館

内　

無
理
な
く
体
を
ほ
ぐ
し
て

体
と
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す

師　

齋
藤
由
紀
子
さ
ん(

中
村)

対　

20
歳
以
上
の
人

定　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

持　

動
き
や
す
い
服
装
、
バ
ス

タ
オ
ル
や
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど
の

敷
き
物
、
飲
み
物

申　

電
話
か
直
接
中
央
公
民
館
へ

期　

９
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

お
知
ら
せ

本
社
会
福
祉
課 

℡
�
２
１
１
５

【
広
告
】

川
市
の
成
人
式
の
案
内
状
を
送

付
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

家
族
や
知
り
合
い
で
市
外
へ

転
出
し
て
い
る
該
当
者
が
い
る

場
合
は
、
生
涯
学
習
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
該
当
者　

平
成
５
年
４
月

２
日
～
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

二
生
涯
学
習
課　

℡
�
２
５
０
０

二
生
涯
学
習
課　

℡
�
２
５
０
０

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
民
会
館
、

入
場
料
は
無
料
で
す
。

時･

内　

▽
９
月
22
日
㈰
午
後
１

時
～
４
時
30
分
＝
器
楽
発
表
会

(

大
正
琴
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
、
吹
奏
楽
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
な
ど)

▽
９
月
23
日
㈷
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
＝
合
唱
発
表
会(

幅

広
い
年
代
層
に
よ
る
発
表)

公
民
館

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

　看護職員有資格者の再就業を支援する講習会
を開催します。採血の実技、病院での実習を行
います。
時 10月29日(火)～31日(木)
午前９時30分～午後３時45分
所 渋川総合病院　費 無料
申･問 群馬県ナースセンター
(℡027-269-5202)

看護力再開発講習会を開催します

ユートピア赤城
閉館時間変更のお知らせ

　サウナ室の改修工事のため、ユートピア赤
城全館の閉館時間を以下の期間午後５時に変
更します。
営業時間　午前10時～午後５時
変更期間　９月９日(月)～30日(月)まで
　詳しくは、ユートピア赤城(℡�4126)ま
たは二観光課(℡�2873)へ。

広告募集中
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い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
子
ど
も
映
画
会
〉

時　

９
月
14
日
㈯
午
後
２
時

内　

｢

王
さ
ま
で
か
け
ま
し
ょ
う｣

｢
ク
レ
ヨ
ン
の
星｣｢

忍
た
ま
乱
太

郎
の
が
ん
ば
る
し
か
な
い
さ
②

あ
た
た
か
い
心
で
し
ん
せ
つ
に

す
る｣｢
ミ
ッ
キ
ー
の
ド
キ
ド
キ

汽
車
旅
行｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

９
月
15
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢

ノ
ラ｣(

監
督
：
大
庭
功
睦

／

主
演
：
染
谷
将
太･

三
原
康
可

／

２
０
１
１
年･

日
本
映
画)

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

９
月
21
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
絵
本
＝｢

の
ろ
ま
な
ロ
ー

ラ
ー｣｢

ぽ
っ
か
り
つ
き
が
で
ま

し
た
ら｣　

▽
紙
芝
居
＝｢

て
ん

か
ら
お
だ
ん
ご｣　

▽
大
型
絵
本

＝｢

に
ゃ
ー
ご｣

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

　紅葉に彩られた県立伊香保森林公園ハイキング
コースを散策しながら、心身をリフレッシュしま
せんか？
時　10月27日(日)午前９時30分集合(午後１時終
了予定)
集合場所　県立伊香保森林公園大駐車場
内　県立伊香保森林公園のハイキングコース(約６
km)を散策します
定　120人(超えた場合は抽選)
費　無料
申　▷電話の場合＝伊経済建設課へ　▷ハガキの
場合＝住所、氏名(参加者全員）、電話番号を明記し
て伊香保総合支所経済建設課｢ヘルシーハイキング｣
係(〒377-0192･伊香保町伊香保116-１)へ
▷メールの場合＝件名を｢ヘルシーハイキング申込｣
とし、住所、氏名(参加者全員）、電話番号を明記し
て伊経済建設課(ｍ ikaho-keizai@city.shibukawa.
lg.jp)へ
期　10月11日(金)まで
※ハガキは当日消印有効。
他　参加者には、伊香保温泉｢石段の湯｣または｢露
天風呂｣の入浴券や苗木などの記念品を差し上げ
ます

ヘルシーハイキング参加者募集
伊経済建設課℡�3155

時　

①
10
月
15
日
㈫　

②
11

月
12
日
㈫　

③
12
月
10
日
㈫

※
時
間
は
午
前
９
時
45
分
～

午
後
４
時(

予
定)

。

集
合
場
所　

渋
川
駅
前

内　

｢

甲
を
着
た
古
墳
人｣

の

発
掘
現
場
と
伊
香
保
石
段
街

な
ど
を
巡
り
ま
す

対　

ど
な
た
で
も
可

定　

各
日
40
人(

超
え
た
場
合

は
抽
選)

費　

無
料

※
昼
食
希
望
者
は
１
５
０
０

円
で
、
宿
泊
希
望
者
は
自
己

負
担
で
手
配
可
能
。

申　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

代
表
者
の
電
話
番
号
、
参
加

回･

昼
食･

宿
泊
の
希
望
を
明

記
し
、
渋
川
伊
香
保
温
泉
観

光
協
会(

〒
３
７
７

－

０
１
０

２･

伊
香
保
町
伊
香
保
５
４
１

－

４･

℡
�
３
１
５
１)

へ

期　

①
９
月
20
日
㈮　

②
10

月
20
日
㈰　

③
11
月
20
日
㈬

ま
で
に
必
着

問　

渋
川
行
政
県
税
事
務
所

(

℡
�
０
７
７
７)

｢

甲
よ
ろ
い

を
着
た
古
墳
人｣

発
掘
現
場･

伊
香
保
石
段
街
散
策
バ
ス
ツ
ア
ー

小野上温泉センター
９月の臨時休館日のお知らせ

　温泉センター内部の経年劣化箇所修繕工事
のため、次の３日間が休館となります。
休館日　9月18日（水）、19日（木）、20日（金）
　詳しくは、小野上温泉センター(℡�2611)
または二観光課(℡�2873)へ。
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♠紹介します♥

元　笑元　笑気　　顔気　　顔

　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
（〒377-8501・石原80）へ。
※提出された写真は返却しませ
ん。また、このコーナーは市ホ
ームページには掲載しません。

♥田代　麻
ま

朝
あさ

ちゃん
H23.９.30生まれ
北橘町小室

♥村上ひなねちゃん
H24.２.17生まれ

金井

♥灰野　真
ま お

央ちゃん
H23.４.27生まれ

北牧

♠南雲　大
たい

希
き

ちゃん
H23.５.11生まれ
赤城町見立

18広報しぶかわ

ス
ポ
ー
ツ

親
子
空
手
道
教
室

健
康
増
進
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

　

市
で
は
、
礼
儀･
規
律
を
身
に

付
け
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
親
子
空
手
道
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

時　

10
月
３
日
㈭
～
31
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
～
５
時

(

計
５
回)

所　

総
合
公
園
体
育
館　

師　

水
沢
淳
さ
ん(

日
本
体
育
協

会
上
級
指
導
員･

渋
川
空
友
館
館

長)

ほ
か

対　

市
内
在
住･

在
勤
の
４
～
６

歳
の
幼
児
と
保
護
者

定　

10
組
20
人
程
度(

先
着
順)

費　

５
０
０
円

持　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ぞ
う

き
ん

申　

電
話
で
体
育
課
へ

期　

９
月
５
日
㈭
～
24
日
㈫
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

を
予
防
を
す
る
た
め
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

時　

９
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
集
合

集
合
場
所　

赤
城
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

対　

市
内
在
住･

在
学･

在
勤
の
人

費　

無
料

持　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴

申　

当
日
直
接
会
場
へ

他　

荒
天
の
場
合
は
、
体
育
館

内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
と
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
行
い
ま
す

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

〈
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
〉

時　

９
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

45
分(

計
３
回)

所　

渋
川
中
学
校
体
育
館

内　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
ラ
ダ
ー

や
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
を
使
っ
た
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す

対　

市
内
の
小
学
生

定　

10
人(

先
着
順)

費　

１
０
０
０
円(

保
険
料
な
ど
）

持　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物

申･

問　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小
松
真
弓
さ
ん

(

℡
�
０
１
２
０)

へ

あたたかい心
▷図書券６万円分＝渋川地区更生保護
女性会　▷折りたたみ式テント＝渋川
北中ＰＴＡ　▷防犯灯および防犯灯独
立柱＝行幸田第二自治会　▷金20万円
＝田中光江さん(伊香保町伊香保)　
▷｢創作版画集 黎

れ い

｣(10集)＝小曽根正利
さん(前橋市)　▷金54万円＝柏原花子

さん(東京都)　▷伊香保電気軌道･路面
電車車体(チンチン電車)＝平形寿孝さ
ん(石原)　▷ＬＥＤ防犯灯(計40基)＝
東明電気工事(株)　▷児童用図書(59
冊)＝川島医院(渋川/長塚町)　▷路面
電車車台部(車輪含む)＝日比野浩一さ
ん(愛知県)　▷書架１台、児童用図書、
ユーホニューム２台、プラズマテレビ･
パソコンのセット３台＝都丸幸一さん
(東京都)



《マークの見方》

 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
 問＝問い合わせ先　期＝申込期間・開始日・期限　他＝その他
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市以外のお知らせ
掲載希望は本秘書広報課

（℡�2182）へ掲 示 板

　東京家政大学と共催で、男女
共同参画について基礎からやさ
しく学ぶ講座を開催します。
時　11月２日～12月14日の毎
週土曜日午後１時30分～３時30
分(11月16日を除く･全６回)　
所　ぐんま男女共同参画センタ
ー(前橋市大手町)　定 60人(先
着順)　費 無料　申 郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号を
電話、ファクスまたはＥメール
でぐんま男女共同参画センター
(℡027-224-2211･ｆ027-22
4-2214･ｍsankakuse@pref.
gunma.lg.jp)へ

「男女共同参画基礎講座」
参加者募集

　10月27日(日)午前10時から午
後３時30分に行われる渋川駅前
通り歩行者天国のイベント(歌､
踊り､演奏など)に参加する人や
団体を募集しています。また、
フリーマーケット出店者(出店料
1,000円)も募集しています。
　詳しくは、渋川駅前通り商店
街振興組合(月～金曜日午前９時
～午後４時･℡�8066)へ。

第24回渋川駅前通り
歩行者天国参加者募集

　県商工会連合会では、平成26
年４月１日採用の職員(経営指導
員研修生)を募集します。
勤務内容 県商工会連合会での研
修(２年間)を終了後、経営指導
員として県内の商工会で勤務
採用人数 若干人　受験資格 高
校、短大などを卒業し、所定の
経験等を有する人･大学卒業者(平
成26年３月卒業見込者を含む)
で、昭和60年４月２日以後に生
まれた人　試験科目 教養･専門
的知識･職場適応性の試験、小
論文、面接　第１次試験日･会場
10月20日(日)午前９時･県商工
会連合会　申･問 県商工会連合
会(℡027-231-9779･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
http://www.gcis.or.jp/)　期 ９
月25日(水)まで

商工会職員(経営指導員研修生)
採用資格試験

　９月９日(月)から15日(日)ま
での１週間は、｢高齢者･障害者の
人権あんしん相談｣･｢第２回子ど
もの人権110番｣強化週間です。
これに伴い、虐待など高齢者･障
害者の人権に関する相談･悩みご
と電話相談窓口と、いじめ、体
罰、虐待など子どもの人権の相
談･悩みごと電話相談窓口を開設
します。
期　９月９日(月)～15日(日)
相談時間　▷月～金曜日=午前
８時30分～午後７時
▷土･日曜日=午前10時～午後５
時　※対応は法務局職員と人権
擁護委員が当たり、秘密は固く
守ります。
専用電話番号　▷高齢者･障害者
の人権あんしん相談=℡0570-
003-110　▷第２回子どもの人
権110番=℡0120-007-110
問　前橋地方法務局人権擁護課
(℡027-221-4466)

｢高齢者･障害者の人権相談｣
｢子どもの人権110番｣
強化週間のお知らせ

　

県
精
神
保
健
福
祉
協
会

で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

｢

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談｣

を

実
施
し
ま
す
。

時　

９
月
29
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時

※
よ
り
多
く
の
人
の
相
談

を
受
け
る
た
め
、
個
々
の

相
談
時
間
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

内　

仕
事
な
ど
で
、
平
日

に
こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・

悩
み
事
に
つ
い
て
相
談
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

精
神
科
医
師
、
精
神
保
健

福
祉
士
な
ど
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す

対　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不

安
・
悩
み
な
ど
の
相
談
の
あ

る
人(

本
人
や
家
族
の
人
な

ど)専
用
電
話
番
号　

０
２
７

－

２
９
０

－

２
９
２
０

費　

無
料(

電
話
代
は
掛
か

り
ま
す)

問　

県
精
神
保
健
福
祉
協

会
事
務
局(

県
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
内)(

℡
０
２

７

－

２
６
３

－

１
１
６
６)

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

時 ９月18日(水)～20日(金)午前
９時～午後４時　所 はるな亭(旧
清芳亭店舗)　※駐車場は市営駐
車場。　費 無料　
問 榛名養護学校(℡�4911)

榛名養護学校
｢伊香保まつり｣校外作品展

警察への相談、要望、問い合わせなどは

警察安全相談室へお電話ください

短縮ダイヤル　♯9110
または

027-224-8080
027-224-4356(女性相談者専用電話)

※相談は365日24時間受け付けています。
　※プライバシーは守ります。また、匿名で　
　も受け付けます。
　※警察への要望や情報にも応じます。

一人で悩まずに
気軽に相談してきてください

渋川警察署

９月11日は
警察相談の日です



健康GUIDE
けんこうガイド

学　校　名 会　場　名 実施日
（10月）

受付時間
（午後）

渋 川 北 小 学 校 渋川北小学校  １日（火） 0:40～1:00

渋 川 南 小 学 校 渋川南小学校 17日（木） 1:00～1:10

金 島 小 学 校 金 島 小 学 校 11日（金） 0:30～0:50

古 巻 小 学 校 古 巻 小 学 校  ２日（水） 0:30～0:50

豊 秋 小 学 校 豊 秋 小 学 校 16日（水） 0:40～1:00

渋 川 西 小 学 校 渋川西小学校  ７日（月） 1:00～1:15

伊 香 保 小 学 校 伊香保小学校 17日（木） 1:00～1:20

小 野 上 小 学 校 小野上小学校  ３日（木） 1:30～1:45

上 白 井 小 学 校

中 郷 小 学 校  ７日（月） 0:40～1:00中 郷 小 学 校

長 尾 小 学 校

三 原 田 小 学 校

三原田小学校 10日（木） 0:35～0:55
刀 川 小 学 校

津 久 田 小 学 校

南 雲 小 学 校

橘 小 学 校 橘 小 学 校 11日（金） 0:50～1:00

橘 北 小 学 校 橘 北 小 学 校  ９日（水） 0:50～1:00

平成26年度入学  就学時健康診断日程表（別表）
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
健

康
診
断
は
、
入
学
前
の
お
子
さ

ん
が
専
門
医
師
の
診
察
を
受
け

て
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
行

い
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態

で
入
学
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

該
当
者
に
は
、
９
月
上
旬
に

｢

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら

せ｣｢

就
学
時
健
康
診
断
票｣｢

健

康
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
票｣

を
配
布
し
ま
す
。
書
類
の
配
布

方
法
は
、
原
則
と
し
て
渋
川
地

区
は
郵
送
、
そ
の
ほ
か
の
地
区

は
、
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る

幼
稚
園･

保
育
園
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
で

健
診
の
日
時･

場
所
な
ど
を
確

認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
該
当
者
で
書
類
が
届
か

な
い
時
や
病
気
な
ど
で
健
診
日

に
受
け
ら
れ
な
い
時
な
ど
は
、

必
ず
二
学
校
教
育
課（
℡
�
２

就
学
時
健
診
の
お
知
ら
せ

入
学
前
に
健
康
確
認
！

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

１
２
１
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

別
表
の
と
お
り

該
当
者　

平
成
19
年
４
月
２
日

～
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児

持
参
す
る
も
の　

就
学
時
健
康

診
断
の
お
知
ら
せ
、
就
学
時
健

康
診
断
票
、
健
康
お
よ
び
家
庭

状
況
調
査
票（
調
査
票
な
ど
は
、

事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）、母
子
健
康
手
帳
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
上
ば
き

注
意
事
項　

①
耳
あ
か
を
よ
く

と
り
、
体
を
清
潔
に
し
て
き
て
く

だ
さ
い　

②
健
康
診
断
に
は
内

科
健
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ん
が
着
脱
の
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い　

③
受

付
時
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、

保
護
者
と
お
子
さ
ん
は
必
ず
一

緒
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い　

④
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
足
り

な
い
た
め
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
い
た
だ
く
か
、
乗
り
合
わ

せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

　80歳になっても20本の歯を保つことを目標
とする「8

ハチマルニイマル

020運動｣。県と一般社団法人群馬県
歯科医師会では、歯と口の健康の重要性を啓発
し、歯科保健水準を向上させることを目的に、
8020達成者を募集し、表彰します。
応募資格 県内に住所がある80歳の人（昭和７年
９月１日～昭和８年８月31日の間に生まれた人）
応募条件 現在、自分自身の歯が20本以上残っ
ていて（未処置歯を含まない）、歯･歯肉および全
身の健康状態、口腔清掃状態が良好な人
応募方法 かかりつけの歯科医院に相談してくだ

さい。歯科医師が口腔審査の上、応募用紙を作
成します
※かかりつけの歯科医院がない人は、県歯科医
師会に連絡してください。
審査方法 応募用紙により書類審査を行い、80
20達成者を選出
応募期限 ９月30日（月）まで
問い合わせ先 かかりつけの歯科医院または一
般社団法人群馬県歯科医師会（℡ 027-252-
0391）、県保健予防課（℡ 027-226-2606）

群馬県8020達成者表彰

　満80歳の人で歯が20本以上の
　　　　　元気な群馬県民を募集!!
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９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。
毎
年
こ
の

日
に
は
、
世
界
60
カ
国
以
上
の

地
域
で
、
患
者
さ
ん
や
介
護
を

す
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
県
で
は
、
９

月
を｢

認
知
症
理
解
促
進
月
間｣

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
身
の

周
り
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

 

〈
物
忘
れ
が
あ
っ
た
ら｢

認
知

症｣

？
〉

▽
あ
る
場
所
に
到
着
し
た
と
き

に｢

あ
れ
、
何
し
に
来
た
ん
だ

っ
け
…｣

▽
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
を
見

て
、｢

あ
れ
、
こ
の
人
の
名
前
何

だ
っ
け
…｣

▽
た
ま
に
来
る
道
で｢

あ
れ
、
ど

っ
ち
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
っ
け

…｣

　

こ
の
よ
う
な
物
忘
れ
は
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
経
験
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

ん
な
時
は
、
少
し
経
つ
と
思
い

出
す
場
合
が
多
く
、
老
化
に
よ

り
誰
に
で
も
起
こ
る
現
象
で
す
。

 

〈
心
配
な
物
忘
れ
と
は
？
〉

▽
話
し
て
お
い
た
こ
と
を
忘
れ
、

｢

聞
い
て
い
な
い｣

と
言
う

▽
買
い
物
し
た
こ
と
を
忘
れ
、

同
じ
物
が
い
く
つ
も
家
に
あ
る

▽
し
ま
い
忘
れ
や
置
き
忘
れ
が

多
く
、
な
か
な
か
見
付
か
ら
な
い

　

こ
の
よ
う
な
物
忘
れ
は
、
認

知
症
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
脳

の
細
胞
の
死
滅
や
、
働
き
が
悪

く
な
り
、
新
し
い
記
憶
が
残
ら

な
い
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。

そ
の
他
、｢

身
な
り
を
気
に
し
な

く
な
っ
た｣｢

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た｣

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

｢

何
だ
か
ち
ょ
っ
と
変
だ
な｣

と
い
う
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

９
月
は
認
知
症
理
解
促
進
月
間
で
す

認
知
症
を
身
近
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ハピネスクラブ
参加者募集

介
護
予
防
講
演
会

 

〈｢

認
知
症｣

か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
…
〉

　

気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
は
早

め
に
気
付
い
て
、
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽

く
し
た
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
も
認
知
症
を
理
解

す
る
こ
と
で
、
本
人
に
合
わ
せ

た
対
応
の
仕
方
が
分
か
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
や
受
診
に
関

す
る
こ
と
、
対
応
の
仕
方
な
ど
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

▽
渋
川･

伊
香
保
地
区
＝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
本

庁
舎
内･

℡
�
２
１
７
９
）

▽
小
野
上･

子
持
地
区
＝
北
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
子
持

総
合
支
所
内･

℡
�
５
４
４
５
）

▽
赤
城･

北
橘
地
区
＝
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
赤
城
総

合
支
所
内･

℡
⑳
６
０
０
２
）

▽
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
７
─

２
６
９
─

４
４
３
２
）

▽
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
田
中
病
院
内･

℡
�
５
５
６
０
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
高
齢
に
な
っ
て
も
、
介
護

不
要
で
元
気
な
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
介
護
予

防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
27
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時（
受
付
は
午
後
１

時
か
ら
）

所 

小
野
上
公
民
館

演
題 ｢

専
門
医
が
伝
え
る

今
知
っ
て
欲
し
い
脳
卒
中
あ

れ
こ
れ
」

師 

山
崎
恒
夫
さ
ん（
群
馬
大

学
医
学
部
保
健
学
研
究
科
教

授
）

対 

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定 

１
０
０
人

費 

無
料

期 

９
月
20
日
㈮
ま
で

申･

問 

本
高
齢
福
祉
課（
℡

�
２
１
１
６
）

〈
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
〉

　

40
歳
以
上
の
参
加
者
に
２

ポ
イ
ン
ト
差
し
上
げ
ま
す
。

５
ポ
イ
ン
ト
で
市
有
日
帰
り

温
泉
施
設
無
料
入
浴
券
１
枚

と
交
換
で
き
ま
す
。

　｢認知症ってよく聞くけ
ど、私は大丈夫かしら？｣と
思うことはありませんか。
　ハピネスクラブは、認知
症を予防したい人を対象
に、頭を活性化するゲーム
やレクリエーションをたく
さん行い、｢笑って認知症を
撃退しよう！｣を目標にす
る教室です。月２回、あた
まいきいき、元気アップし
てみませんか？
時 10月９日㈬～３月26日
㈬の第２･第４水曜日午後
１時30分～３時30分（受付
は１時20分から）
所 渋川ほっとプラザ２階
和室
対 65歳以上の市内に在住
の人で、月２回の教室に６
ヵ月間参加できる人
定 20人（超えた場合は抽選）
費 無料
期 ９月20日㈮まで
申･問 本高齢福祉課（℡�
2116）
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前
回
の
最
後
に
書
き
ま
し
た
が
、
実
際

に
板
の
間
に
毛
布
一
枚
で
寝
て
み
ま
し
た

か
？
実
践
し
た
人
は
、
少
し
避
難
者
の
気

持
ち
が
分
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
前
回
は
、
避
難
所
生
活
を
行
う
前
の

話
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
、
実
際
の
避
難

所
生
活
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
避
難
所
生
活
の
実
情
〉

　

最
初
に
、｢

避
難
所
生
活｣

に
お
い
て
、

私
の
体
験
で
困
っ
た
事
な
ど
を
お
話
し
し

ま
す
。
私
の
話
か
ら
、
実
際
の
避
難
所
生

活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
炊
き
出
し
を
終
え
、
朝
食

の
お
に
ぎ
り
を
作
り
配
食
し
ま
し
た
。｢

避

難
者
の
た
め
に｣

と
思
い
、
梅
干
し
、
の
り
、

缶
詰
な
ど
手
元
に
あ
る
物
全
て
を
使
っ
て

工
夫
し
ま
し
た
。
し
か
し
、｢

梅
が
入
っ
て

な
い｣｢

の
り
が
巻
い
て
な
い｣

な
ど
と
、
取

り
合
い
や
言
い
争
い
が
起
き
ま
し
た
。
そ

の
光
景
は
、
悲
し
さ
を
通
り
過
ぎ
、
む
な

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、｢

お

に
ぎ
り
は
全
て
塩
お
に
ぎ
り｣

と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
列
に
並
ん
で
い
る
子
ど

も
や
お
年
寄
り
を
押
し
の
け
割
り
込
ん

で
、
必
要
以
上
に
食
べ
物
や
支
援
物
資
を

持
っ
て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
に
は｢

こ
の
子
犬
は
、
私
の

息
子
と
一
緒｣

と
、
避
難
所
内
で
一
緒
に

居
た
い
と
申
し
入
れ
る
女
性
も
い
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
も
動
物
と
し
て

扱
い
、
外
で
飼
育
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

原
則
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
目
の
不
自
由
な

人
が
盲
導
犬
と
一
緒
に
来
た
場
合
、
皆
さ

ん
な
ら
ど
う
対
処
さ
れ
ま
す
か
？｢

盲
導

犬
は
、
命
に
か
か
わ
る
の
で
許
可
し
ま
す｣

と
、
避
難
所
に
入
れ
れ
ば｢

そ
れ
も
犬
だ

ろ
う｣

と
、
入
れ
て
い
な
い
飼
い
主
か
ら

不
満
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
普
段
で
あ
れ

ば
理
解
で
き
る
こ
と
も
、
非
日
常
的
な
生

活
に
お
い
て
は
、
通
常
の
心
理
状
態
に
は

な
い
こ
と
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
人
工
透
析
の
必
要
な
人
、
薬

を
持
参
し
て
な
い
高
血
圧
の
人
、
身
体
的

に
障
害
を
持
つ
人
、
幼
い
子
ど
も
の
亡
き

が
ら
を
抱
え
た
若
い
女
性
が
避
難
所
に
来

た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
で
し
ょ
う
か
。

〈
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
〉

　

私
の
体
験
の
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
避
難
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

を
抱
え
る
人
た
ち
が
、
一
挙
に
押
し
寄
せ

て
き
ま
す
。
時
間
的
猶
予
な
ど
な
く
、
即

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

は
、
今
ま
で
の
話
を
聞
い
て
、
避
難
所
の

イ
メ
ー
ジ
を
少
し
持
て
た
で
し
ょ
う
か
？

犠
牲
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
、｢

災
害

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
一
番
大
切｣

と

い
う
こ
と
を
、
良
く
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
何
事
も
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
人

は
、
具
体
的
に
物
事
を
実
践
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
皆
さ
ん
に
私
の
経
験
を
通
じ
、

避
難
所
の
運
営
の
大
変
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ

人
が
災
害
時
、
積
極
的
に
被
災
者
支
援
活

動
を
し
て
く
だ
さ
り
、
快
適
な
避
難
所
生

活
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　この授業では、市民の皆さんに｢防災｣について
少しでも考えてもらい、日ごろから災害に備えて
もらうことで、多くの命が守られていくことを願
い、情報をお知らせするものです。
　６時限目の今回は、｢避難所生活⑵｣についての
授業です。　〈寄稿：防災専門員・小金澤照昌〉

市消防防災対策室（本行政課内）

考えよう！｢避難所生活⑵｣

 シリーズ　命を守る授業
毎月掲載 ／６時限目

生き抜くために私たちがすべきこと

①デパートで買い物をしている時に、地震が
来たので、買い物かごをかぶってうずくまっ
た。

②家で火事が発生したので、貴重品をもって
外に避難した。
　　　　　　　（答えは、次号に掲載します）

防災
○×

クイズ

【前回８月１日号の答え】　①…×　400ｍを基準に設置されています。 ②…×　まずは落ち着いて行動しましょう。
東日本大震災の時には、出口に人が殺到して、数人が押し倒されて踏みつぶされ、亡くなってしまいました。

体育館での避難生活の様子



これから必要だと思うこと

育児・介護休業制度、労働時間の短縮や
フレックスタイム等、就業環境を整える

パートタイマーの労働条件を改善する

男性の家事・育児への参加を促進する

保育園、放課後児童クラブなどを充実
させる
求人情報の提供やセミナーの開催など、
再就職のための支援を充実する

女性が働くことに対する家庭や地域の
理解を深める

自らの職業意識・職業能力を高める

昇給・昇格など、職場での男女平等を進
める

ホームヘルパーの派遣など、子育て家庭
の家事支援を行う

ＮＰＯの育成・支援、起業支援など、地域
に女性の職場づくりを促進する
テレワーク、在宅ワークなどの就労環境
の適正化を促進する
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全
国
の
自
殺
者
は
、
平
成
10
年

に
急
増
し
て
３
万
人
を
超
え
て
か

ら
、
多
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

群
馬
県
で
も
、
毎
年
５
０
０
人
前

後
の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
者
数
の
約
７
倍
に
当
た
り
ま
す
。

　

自
殺
は
、
個
人
の
意
思
や
選
択

に
よ
る
行
為
で
、
防
ぎ
よ
う
の
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
実
際
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
複
雑
に
絡
ん
だ
、
心
理
的
に

﹁
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ
り
、

早
期
に
気
付
い
て
対
応
す
る
こ
と

で
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
は
、
自

殺
す
る
前
に
う
つ
病
な
ど
の
心
の

病
気
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
な
ど
に
な
る

と
、
そ
の
影
響
で
正
常
な
判
断
が

で
き
な
く
な
り
、
自
殺
し
か
解
決

策
が
な
い
と
思
い
込
む
傾
向
が
強

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
心
が
疲
れ

る
と
誰
で
も
う
つ
病
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

心
の
健
康
の
重
要
性
を
認
識
し
、

心
の
不
調
に
気
付
き
、
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
は
、

や
る
気
や
頑
張
り
で
は
解
決
で
き

ず
、
か
え
っ
て
症
状
が
悪
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
回
復
し
て
い
ま
す
。
自
分

自
身
の
変
化
に
気
付
い
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
早
め
に
医
療
機
関

（
か
か
り
つ
け
医
、
心
療
内
科
、
精

神
科
）な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
周
囲
で
心
の
問
題
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
い
た

場
合
は
、
む
や
み
に
元
気
付
け
た

り
せ
ず
、
ま
ず
は
話
を
聞
い
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
聞
き

役
に
徹
し
、
批
判
や
ア
ド
バ
イ
ス

は
禁
物
で
す
。
悩
ん
で
い
る
人
に

は
、
受
容
的･

共
感
的
な
態
度
が

大
切
で
す
。
症
状
が
長
引
く
よ
う

な
ら
相
談
機
関
や
医
療
機
関
へ
の

相
談
を
勧
め
、
本
人
が
拒
否
し
た

時
は
無
理
を
せ
ず
、
本
人
が
信
頼

し
て
い
る
家
族
や
友
人
、
上
司
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、

周
囲
が
変
化
に
気
付
き
、
声
を
掛

け
、
聴
い
て
、
つ
な
い
で
、
見
守

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

 健康の道しるべ 毎月掲載

９
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す
健
康
管
理
課

輝く明日に向けて 隔月４回掲載／第３回男女共同参画
家庭生活における活動と他の活動の両立のために

～男女共同参画に関する
　　　　　市民意識調査の結果から③～

　男女共同参画社会基本法の中で掲げられてい
る理念の一つに、｢家庭生活における活動と他の
活動の両立｣があります。この理念を実現するに
は、どのようなことが必要となるのかを、昨年度
実施した｢男女共同参画に関する市民意識調査｣
の結果から考察してみましょう。
　｢男女共同参画に関する市民意識調査｣の結果
で、｢取り組みが進んできていると思うこと｣に
ついては、｢女性が働くことに対する家庭や地域
の理解を深める｣が最も多い回答でした。また、
｢これから必要だと思うこと｣は、｢育児・介護休業
制度、労働時間の短縮やフレックスタイム等、
就業環境を整える｣｢パートタイマーの労働条件
を改善する｣｢男性の家事・育児への参加を促進
する｣など、雇用環境に関する項目に回答が集ま
りました（右表参照･一部省略）。このように、

職場環境の改善や、男性が家庭に参画する必要
性を感じている市民の割合が高いことから、個
々の家庭を対象とした施策だけでなく、企業や
事業所とも連携･協力した施策の展開が求めら
れていることが分かります。　 （本市民生活課）
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撮影場所：小野上地区内
撮影日：平成25年７月９日
撮影者：松永武彦さん（渋川/明保野）

夏祭り　花火舞い散る　ふるさと公園

　北橘地区にある愛
あ た ご や ま

宕山ふるさと公園は、真壁調整池のと
なり、太陽をイメージしたモニュメントが目印です。全体
が芝生を敷き詰めた小高い山になっているこの公園には、
水車小屋や水遊びもできる噴水モニュメントをはじめ、ロ
ーラーすべり台やブランコ、ダイナミックなザイルクライ
ミングなど、子どもたちが大好きな遊具がそろっています。
　また、毎年夏には、ふるさと公園と真壁調整池を会場に、
｢しぶかわ商工会花火大会｣が開催されており、今年は９月
28日(土)に開催される予定となっています。

　先日、久しぶりにソフトテニスの大会に出場。結果は、
人生初の肉離れになり病院へ直行という散々なもので
した。痛み以上に私を襲った何とも言えないむなしさ。
30歳はまだ若いという自負が崩れ去りました。まもなく
運動会シーズン。油断大敵、準備運動は入念に！(中)

vol.38

　皆さんが市内で撮影した写真を募集します。写真
にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏名を明記
して本秘書広報課(〒377-8501・石原80・ｍkouhou@
city.shibukawa.lg.jp)へ(写真は返却しません)。
※特定の人物を中心に撮影しているものなど、写真
によって掲載できない場合があります。

【小野上の棚田】


